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ཌ生ປാ科学研究㈝補ຓ金（政策科学推㐍研究஦業） 
総合研究報࿌᭩ 

 
ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究 

（令和 5㹼7 年ᗘ） 
 

研究代表者 小池司朗 国立社会保障・人口問題研究所 
 

研究要᪨ 

 本研究でࡣ、ポストコロナ時代における人口動態と社会変化にࡘいて主にṔ

ྐ的、国際的、ไᗘ的なほⅬから見通し、㧗⢭ᗘの将来人口・世ᖏ推計をᐇ᪋

するたࡵにᚲ要なྛ✀の分析研究を行う2020ࠋ 年から㢧在化した新型コロナ

ン会㆟がᛴ㏿にᾐ透す࢖ンラ࢜ࡸࢡート࣡ーࣔࣜ、ࡾスの感染拡大によࣝ࢖࢘

るな࡝、ᰂ㌾なാࡁ᪉の㑅ᢥ➼を通じて、人ࠎの生活ᵝᘧࡣコロナ前から大ࡁ

日本において出ࠋ㢧ⴭな影響が表れているࡶに、人口動態にࡶ変化するととࡃ

生に関してࡣ出生率の一ẁのపୗ、死亡に関してࡣ平ᆒᑑ命のព図しない変

化、国際人口移動に関してࡣ外国人ఫ民数のቑຍの೵⁫、国内人口移動に関し

てࡣ東京圏一ᴟ㞟中の㕌化という、いࡎれࡇࡶれࡲでの趨勢からࡣண ୙⬟な

変化がほᐹࡉれておࡾ、将来の全国および地域別の人口動向ࡣいࡑࡗう୙透明

ᛶをቑしているࡇࠋうした状況ୗにおいて⢭ᗘの㧗い将来人口・世ᖏ推計をᐇ

᪋するたࡵにࡣ、コロナ⚝がࡶたらした▷期的な人口動態の変化にࡘいて、ࡑ

の⫼後に࠶る社会的要ᅉを含ࡵて的☜にᢕᥱするࡇとが୙ྍḞで࠶るྠࠋ時

に、コロナ⚝の཰᮰が見通せない⌧状においてࡣ、ᙜึࡣ▷期的と⪃えられた

人口動態の変化が長期化するࡇとࡶ᝿ᐃࡉれ、ポストコロナ期に移行したとし

てࡶ、コロナ⚝においてᐃ着した「新しい生活ᵝᘧ」のࡶとで୙ྍ㏫的な傾向

となるྍ⬟ᛶྰࡶᐃでࡁないࠋ本研究でࡣ、コロナ⚝が人口動態にࡶたらした

影響を的☜にᢕᥱするととࡶに、ポストコロナ時代における社会変化を見ᤣえ

た将来人口・世ᖏ数の推計࡬と㑏元ࡉせていࡇࡃとを主たる目的とするࠋ 
本研究ࡣ，ձ新型コロナ࢘ࣝ࢖スの人口動態࡬の影響に関する研究，ղコロ

ナ⚝およびコロナ後を見ᤣえた将来人口・世ᖏ推計ࣔࣝࢹの開Ⓨ，ճコロナの

影響を㋃ࡲえた将来推計の政策的࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン࡬の応用に関する研究，の

３㡿域に分けて㐍ࡵたࠋ令和 5 年ᗘࡣ、ձとして、(1) 「令和 5 年地域推計」

と「平成 30 年地域推計」の都㐨府┴別推計結果の差の要ᅉ分ゎ、(2) コロナ⚝

が㞠用および結婚・出⏘に与えた影響とࡑの᪉法論に関する᳨ウ、(3) 結婚・

出生と職業・ᚑ業上の地位の関係に関する࣑ࢡロࢹーࢱ分析、 (4) 多地域ࣞス

ࣜー行ิࣔࣝࢹによる人口減少に対する分析、ղとして、(5) 全死ᅉおよび死

ᅉ別死亡率の推計ࣔࣝࢹの開Ⓨ、にࡘいて，研究代表者が中ᚰとなࡾ研究協力

者の協力をᚓながら研究を㐍ࡵた࡯か，ྛ研究分担者においてࡶ研究が㐙行ࡉ

れたࠋ 
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研究分担者： 
林玲子   国立社会保障・人口問題研究

所 所長 
岩澤美帆  ྠ 人口動向研究部長 
守泉理恵  ྠ 人口動向研究部第 1 室長 
菅桂太   ྠ 人口構造研究部第 1 室長 
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石井太   慶應義塾大学経済学部教授 
小島克久  城西国際大学健ᗣ福祉部教授 
 
㸿．研究目的 

本研究でࡣ、ポストコロナ時代における

人口動態と社会変化にࡘいて主にṔྐ的、

国際的、ไᗘ的なほⅬから見通し、㧗⢭ᗘ

の将来人口・世ᖏ推計をᐇ᪋するたࡵにᚲ

要なྛ✀の分析研究を行うࡇとを大ࡁな目

的とする2020ࠋ 年から㢧在化した新型コロ

ナ࢘ࣝ࢖スの感染拡大によࡾ、ࣜࣔート࣡

ー࢜ࡸࢡンラ࢖ン会㆟がᛴ㏿にᾐ透するな

ࠎ᪉の㑅ᢥ➼を通じて、人ࡁᰂ㌾なാ、࡝

の生活ᵝᘧࡣコロナ前から大ࡃࡁ変化する

ととࡶに、人口動態にࡶ㢧ⴭな影響が表れ

ているࠋ日本において出生に関してࡣ出生

率の一ẁのపୗ、死亡に関してࡣ平ᆒᑑ命

のព図しない変化、国際人口移動に関して

外国人ఫ民数のቑຍの೵⁫、国内人口移ࡣ

動に関してࡣ東京圏一ᴟ㞟中の㕌化という、

いࡎれࡇࡶれࡲでの趨勢からࡣண ୙⬟な

変化がほᐹࡉれておࡾ、将来の全国および

地域別の人口動向ࡣいࡑࡗう୙透明ᛶをቑ

しているࠋ 
うした状況ୗにおいて⢭ᗘの㧗い将来ࡇ

人口・世ᖏ推計をᐇ᪋するたࡵにࡣ、コロ

ナ⚝がࡶたらした▷期的な人口動態の変化

にࡘいて、ࡑの⫼後に࠶る社会的要ᅉを含

ࠋる࠶とが୙ྍḞでࡇて的☜にᢕᥱするࡵ

ྠ時に、コロナ⚝の཰᮰が見通せない⌧状

においてࡣ、ᙜึࡣ▷期的と⪃えられた人

口動態の変化が長期化するࡇとࡶ᝿ᐃࡉれ、

ポストコロナ期に移行したとしてࡶ、コロ

ナ⚝においてᐃ着した「新しい生活ᵝᘧ」

のࡶとで୙ྍ㏫的な傾向となるྍ⬟ᛶྰࡶ

ᐃでࡁないࠋとࡃに、国際人口移動と国内

人口移動に関してࡣ、コロナ⚝の動向に㉳

ᅉする国ࡸ地᪉⮬治యによる政策にࡶ大ࡁ

とがࡇ将来を見通す、ࡵれうるたࡉᕥྑࡃ

㠀ᖖにᅔ㞴となࡗているࠋ 
୙☜ᐇࡶ長期的にࡶのように▷期的にࡇ

ᛶの㧗い人口動態の⌧状を㋃ࡲえながら、

将来の変化をྍ⬟な㝈ࡾ的☜に見通すたࡵ、

わが国ࡸ世⏺ྛ国における新型コロナ࢘࢖

ࣝスと人口動態に関する᭱新のࢹーࢱを用

いて全యのトࣞンࢻの中からコロナ⚝がࡶ

たらした影響をᢳ出するࡇと、㐣ཤのࣃン

たらした社会変化とࡶ⅏ᐖ➼がࡸࢡࢵ࣑ࢹ

人口動態の変化にࡘいて、人口以外のᵝࠎ

な⤫計ࡶཧ↷しながらᐈほ的にホ౯し、௒

日の状況と↷らし合わせて分析するࡇとを、

ࠋれ1年目・2年目の主な目的とするࡒれࡑ

ࡃらに、以上のようなᖜᗈいほⅬに基࡙ࡉ

研究成果からポストコロナ時代における社

会変化と人口動態を見通すととࡶに、ࡑれ

らの▱見を将来人口・世ᖏ推計のྛ௬ᐃに

ᐃ㔞的に཯ᫎࡉせていࡇࡃとを研究期㛫内

のㄢ題とするࠋ 
 

㹀．研究᪉法 
研究ࡣ以ୗのձ㹼ճの３㡿域に分けて㐍

 ࠋたࡵ
 

ձ 新型コロナ࢘ࣝ࢖スの人口動態࡬の影

響に関する研究 
ලయ的な研究ࢸー࣐ࡣୗグのとおࠋࡾ 

・地域別新型コロナの感染状況と▷期的な

人口移動傾向変化に関する分析 
・結婚・出生に関するពḧ・行動に対する

新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染拡大の影響に関

するサー࣋࢖ 
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・2020㹼2025 年死亡数の（将来）推計್

の前ᅇ推計とのẚ較 
・新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染症拡大が国際人

口移動に与えた影響に関する研究のࣞࣅ

ࣗー 
・結婚・出生ពḧపୗの要ᅉ分析 
・X-13-ARIMA-SEATS 法と（ࡑの௚のᡭ

法一⯡を含ࡴ）死亡の季節ᛶに関するᐇ

ド研究の整理 
・コロナ⚝が地域別の人口移動および出生

にࡶたらした影響のヲ⣽分析 
・新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染症拡大期以㝆の

外国人の地域別分ᕸおよび国内人口移動

に関する分析 
・新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染症拡大期以㝆の

外国人人口の動向が地域人口の変動に及

ぼす影響に関する分析 
・新型コロナࢡࢵࣙࢩ（Ⓨ生㹼ゎᾘ）の小

地域人口࡬の影響にఱか特ᚩ的なࢱࣃー

ンを見出せるかにࡘいて、᥈⣴的᳨ウ 
・結婚・出生のពḧ及び行動の減㏥に対す

る政策的対応の⪃ᐹ 
 
ղコロナ⚝およびコロナ後を見ᤣえた将来

人口・世ᖏ推計ࣔࣝࢹの開Ⓨ 
 ලయ的な研究ࢸー࣐ࡣୗグのとおࠋࡾ 
・国勢調査、ఫ民基本ྎᖒ人口調査、人口

動態調査➼のྛ✀人口⤫計（外国人⤫計

を含ࡴ）の差の分析と推計情報཰㞟 
⥆ᖸᨭ➼の人口動向に㠀㐃➼ࡲのえうࡦ・

的影響を与える஦㇟の影響分析と推計 
・出生順位を⪃៖した配偶関係別多相生命

表に関する研究のࣞࣗࣅー 
・出生に対する期㛫効果の研究 
・出生順位別配偶関係多相生命表に対応し

た出生・死亡ࣔࣝࢹに関する研究 
・出生順位別年㱋ࢱࣃーンの研究（岩澤） 
・出生ࣔࣝࢹと⤫合した配偶関係別将来人

口推計ࣔࣝࢹに関する研究 
・出生に対する期㛫効果の研究 

・コロナ⚝の影響を㋃ࡲえた地域別人口移

動の将来௬ᐃタᐃに関する分析 
 
ճコロナの影響を㋃ࡲえた将来推計の政策

的࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン࡬の応用に関する研究 
 ලయ的な研究ࢸー࣐ࡣୗグのとおࠋࡾ 
・小地域ࢹーࢱを用いた人口減少時の人口

変動࣓࢝ࢬࢽムのゎ明と࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 
・コロナが外国人受入れ動向ࡸ、外国人受

入れに関する社会保障に与える影響に関す

るࣞࣗࣅー 
・新型コロナ⚝における介護サーࣅス฼用

の地域差の分析 
・新型コロナ⚝における介護サーࣅス฼用

と家族介護の関係の分析 
・コロナ⚝ࡸコロナ後における外国人受入

れ動向に対応した将来人口に関する研究 
・ポストコロナ時代における外国人受け入

れに関する社会保障࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンに関

する研究 
・新型コロナ⚝における㧗㱋者の་⒪・介

護サーࣅスに係るఫ⎔ቃの地域差の分析 
 

なお，研究全⯡にわたࡾ，社人研ࡸ研究

者ಶ人がᒓする国際的研究ࢵࢿト࣡ーࢡを

᭱大㝈に活用し，研究を㐍ࡵたࡲࠋた，研

究所が᭷する人口動態の変化に関する研究

⵳✚を᪉法論ࣝࢹࣔࡸ構⠏研究に活かすと

とࡶに，所内外の関㐃分㔝の」数の研究者

に研究協力者としてཧຍを要ㄳし，総合的

に研究を推㐍したࠋ 
ලయ的にࡣ，社人研からࡣ，国際関係部

是川夕部長・千年よしみ特任主任研究官・

大泉嶺室長・井上希室長、情報調査分析部

別府志海室長・中村真理子主任研究官，鈴

木貴士研究員、社会保障基礎理論研究部藤

井多希子部長・佐藤格室長、人口構造研究

部小山泰代室長・久井情在主任研究官・貴

志匡博主任研究官（R7 年ᗘ），人口動向研

究部余田翔平室長（R5㹼6 年ᗘ）・吉田航
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研究員・木村裕貴研究員・南拓磨研究員（R7
年ᗘ）、所外からࡣ，鈴木透（元・国立社会

保障・人口問題研究所副所長），山内昌和（早

稲田大学教育・総合科学学術院教授）、金子

隆一（明治大学政治経済学部特任教授）、余

田翔平（東京大学社会科学研究所准教授）

（R7 年ᗘ）、堀口侑（慶應義塾大学大学院

生）、南英明（早稲田大学院生）のྛẶに研

究協力者を౫㢗し，研究協力をᚓたࠋ 
 
㹁．研究成果 
 上グ①㹼③にࡘいて主要な研究成果及

び⪃ᐹをᢤ⢋してグすࠋ 
 
①新型コロナ࢘ࣝ࢖スの人口動態࡬の

影響に関する研究 
本㡿域でࡣ、新型コロナ࢘ࣝ࢖スが出

生・結婚・死亡・人口移動に及ぼした▷期

的・長期的な影響に関して研究を行ࡗたࠋ

主な研究成果ࡣୗグのとおࡾで࠶るࠋ 
出生࡬の影響にࡘいてࡣ、コロナ⚝が全

国的に出生ពḧのపୗをࡶたらしたࡇとが

ほᐹࡉれるととࡶに、出生動向基本調査➼

を用いた分析によࡾ、学Ṕがపい、୙Ᏻᐃ

な就業ᙧ態で࠶る（ࣃート・࢖ࣂࣝ࢔トを

➹㢌に᭷期㞠用）、ព㆑が⬺ᪧ来的で࠶る、

஺際相ᡭがいない・஺際経㦂がない、小ࡉ

い子ࡶ࡝とࡩれࡗ࠶た経㦂がないといࡗた

グࣝープで出生ពḧがపい傾向がㄆࡵられ

たࠋ結婚にࡘいてࡣ、世代が㐍ࡈࡴとに 35
ṓ時Ⅼのึ婚ዪᛶの๭合がపୗしておࡾ、

᭱⤊学Ṕ㧗卒以ୗの就職氷河期後期世代が

た、結婚ࡲࠋたࡗがわか࡝となࡇపいࡶ᭱

力と出生力の関係をᮍ婚者ึ婚率と出生ึ

婚ẚの都㐨┴別順位の関係によࡾみたとࡇ

合計特Ṧ出生率の順位との関係がࡡ概、ࢁ

ᙉࡃ見られたが、結婚力ࡣ㧗いがኵ፬出生

力がపい地域、㏫に、結婚力ࡣ㧗ࡃないが

ኵ፬出生力ࡣ㧗い、といࡗた地域が࠶るࡇ

とがわかࡗたࠋ 

死亡にࡘいてࡣ、東日本大㟈⅏の後 2021
年ࡲで2012、ࡣ 年 2 月を㝖いて、ᴟ➃に

大ࡁなࡣࢡࢵࣙࢩなかࡗたࡶのの、2022
年 2 月にỈ‽変化（死亡のᣢ⥆的拡大）が

おࡗࡇていたࡇࠋれ以後の期㛫でࡣ、新型

コロナ感染症の流行との関㐃でいうと

2022 年 1㹼3 月（第 6 Ἴ）ࡸ 2022 年 7㹼8
月（第 7 Ἴ）の時期に相ᙜする、2022 年 8
月、2022 年 12 月、2023 年 1 月に᩿⥆的

に㧗Ỉ‽の死亡ࢡࢵࣙࢩがⓎ生していたࡇ

とな࡝が明らかとなࡗたࠋ 
移動にࡘいて、ࡎࡲ外国人の国内移動ࡣ、

大都市圏の㑹外地域ࡸ一部の㠀大都市圏に

おける地域人口の新たな変動要ᅉとして、

人口変化に及ぼす影響が拡大しているࡇと

が♧ࡉれたࡲࠋた、国際移動および日本人

の国内移動とẚ較して、コロナ⚝前後の外

国人の国内移動による地域人口࡬の影響の

変化ࡣ㝈ᐃ的で࠶るࡇとが☜ㄆࡉれたࠋ日

本人の国内移動にࡘいて、2024 年における

東京圏の㌿入㉸㐣数ࡣコロナ前に及ࡤない

ࢸࣜࣅのの、人口構造要ᅉを㝖ཤしたࣔࡶ

ぼ᏶全に࡯ࡶ㌿入・㌿出とࡤ要ᅉでみれ࢕

コロナ前のỈ‽にᅇᖐしておࡾ、෌び東京

一ᴟ㞟中のᵝ相が㩭明となࡗていたࠋ 
の௚、新型コロナ⚝のࡑ 2020 年ࢁࡈの

་⒪・介護サーࣅスᥦ౪యไの地域差を市

町村ࣞ࣋ࣝで分析を行ࡗた結果、㐣␯ࡸ㞳

島でࡣ་⒪・介護サーࣅスᥦ౪యไがẚ較

的整う一᪉で、㐣␯対策な࡝の対㇟でない

市町村でࡴ、ࡣしࢁᡭⷧで࠶るࡇとを明ら

かにしたࠋ 
 
②コロナ⚝およびコロナ後を見ᤣえた将

来人口・世ᖏ推計ࣔࣝࢹの開Ⓨ 
 本㡿域でࡣ、新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染拡

大という✺Ⓨ的な⌧㇟を受けてᚲ要となる

新たな将来人口・世ᖏ推計ࣔࣝࢹに関して

研究を行ࡗたࠋ主な研究成果➼ࡣୗグのと

おࡾで࠶るࠋ 
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出生率ࡑࡣの後の人口のつᶍࡸ構造に影響

を与えるが、࡝の⛬ᗘのỈ‽が࡝のような

影響を与えるかを▱る᪉法として、コーホ

ート要ᅉ法を用いた人口推計が᭷効で࠶るࠋ

一᪉、特ᐃの出生数がᚓられるたࡵに、࡝

の⛬ᗘの出生率がᚲ要かにࡘいてࡣ、推計

でࡣわからないࡇࡑࠋで、出生率を変えた

ሙ合のいࡘࡃかの推計結果（条件付推計、

感応ᗘ分析）をࡶとに、出生率のỈ‽と出

生数の推計結果の関係ᘧをồࡵ、推計に活

用したࡲࠋた、出生ࣔࣝࢹと⤫合した配偶

関係別将来人口推計ࣔࣝࢹを開Ⓨするたࡵ

の基礎的研究として、配偶関係多相生命表

に出生順位を組み合わせた多相生命表の推

計をヨみたࠋ 
地域別将来人口推計に関㐃して、死亡に

ࡣいてࡘ 2020 年の㧗㱋者๭合が㧗い⮬治

యに死亡数のࣆーࢡ年次が早い⮬治యが多

いࡇと、ࡉらに、死亡数のࣆーࢡ年次が早

い⮬治యに死亡数の௒後の減少が大ࡁな⮬

治యが多いࡇとな࡝がわかࡗたࡉࠋらに、

㐣␯地と㠀㐣␯地で死亡力をẚ較すると、

かࡘてࡣ㐣␯地で相対的に㧗かࡗた死亡力

が㏆年でࡑࡣの較差が大ᖜにపୗしていたࠋ

国内人口移動に関してࡣ、全యとして東京

圏一ᴟ㞟中傾向にᅇᖐするなかでࡶ、東໭

地᪉における㌿出・㌿入の୧ࣔ࢕ࢸࣜࣅの

పୗ、໭関東・⏥ಙ地᪉における㌿入ࣔࣅ

コロナ前とẚ較して明、࡝の上᪼な࢕ࢸࣜ

らかな変化ࡶㄆࡵられたࠋ令和 7 年国勢調

査を基‽とした将来人口推計でࡇ、ࡣのよ

うな傾向の変化を㋃ࡲえた௬ᐃ್タᐃの᪉

法を᳨ウするᚲ要が࠶るࠋ 
 
ճコロナの影響を㋃ࡲえた将来推計の政策

的࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン࡬の応用に関する研究 
本㡿域でࡣ、社人研でᐇ᪋している将来

人口・世ᖏ数推計がいかに政策的࣑ࣞࣗࢩ

ーࣙࢩンに活用ࡉれるかにࡘいて、コロナ

⚝の影響を㋃ࡲえࡘࡘ研究を行ࡗたࠋ主な

研究成果➼ࡣୗグのとおࡾで࠶るࠋ 
令和、ࡎࡲ 6 年財政᳨ド結果を用いて、

⊂⮬に 3 、ࡾとによࡇースをタᐃするࢣのࡘ

外国人受入れ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンに関する基

礎的な研究を行ࡗたࠋ基本ࢣースとした令

和 6 年財政᳨ドの㐣ཤ 30 年ᢞ影ࢣースに

おいてࡣ、ཌ生年金のᶆ‽的な所ᚓ代᭰率

的に⤊᭱ࡣ 50.4%となるࡑࠋの内ヂࡣẚ౛

24.9%、基礎 25.5%でࢡ࣐、ࡾ࠶ロ経済ス

ラࢻ࢖による⤥付Ỉ‽調整の⤊஢年ᗘࡣ、

ẚ౛ 2026 年ᗘに対し、基礎 2057 年ᗘとな

一᪉、政策的ປാ者受入のみをࠋているࡗ

前ᥦとするࢣース A でࡣ代᭰率ࡣ 53.6%
基本ࢣースに対して 3.2%ポ࢖ント上᪼す

るのに対し、配偶者のᖏྠࡸ第஧世代以㝆

のㄌ生を前ᥦとするࢣースBでࡣ 56.0%と

5.6%ポ࢖ントࡶの上᪼となࡗたࠋ 
⥆いて、外国人受入れに関する一ᐃの前

ᥦに基࡙いて、令和 6 年財政᳨ドと整合的

なᙧでの年金財政࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンをᐇ行

し、ࡑの長期的な人口動向及び財政影響に

 ࠋたࡗいてホ౯を行ࡘ
 
㹂．結果の⪃ᐹ 
 コロナ⚝が明けて 2 年が経㐣したが、出

生率ࡣᅇ᚟を見せていないࡇࠋれࡣ、日本

のみならࡎ多ࡃのඛ㐍ㅖ国で㌺୪みほᐹࡉ

れている動ࡁでࡑ、ࡾ࠶のཎᅉとして⪃え

られる要ᅉの一ࡘにࡣ、プࣞࣃンࢡࢵ࣑ࢹ

期の少子化傾向࡬のᅇᖐが࠶るࠋ社会生活

がコロナ⚝前に㏆い状態にᡠࡗたࡶのの、

出⏘をᘏ期する要ᅉࡸ社会構造ࡣఱら変わ

たといࡗࡲ෌び出⏘ᘏ期がጞ、ࡎておらࡗ

う動ࡁにຍえ、ࣃンࢡࢵ࣑ࢹ期のࢯーࣕࢩ

社ࡸングに関わる行動変ᐜࢩンࢱス࢕ࢹࣝ

会ΰ஘の経㦂が、஺際ࡸ出会い、結婚のᶵ

会減少をࡶたらし、将来の୙☜ᐇᛶに対す

る୙Ᏻ感をቑ大ࡉせ、⌧在ࡲで⥆ࡃ出生

数・出生率のୗⴠに影響しているྍ⬟ᛶが

⡆༢ࡣのୗⴠ傾向ࡇ、ࡤれ࠶うでࡑࠋる࠶
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にࡣᅇ᚟しないࢁࡔうࠋ 
 公表ࡉれているࢹーࢱを౑ࡗて、よࡾ⡆

౽に、結婚力と結婚出生力をホ౯でࡁるᣦ

ᶆを⪃᱌し、合計特Ṧ出生率の都㐨府┴順

位とのẚ較をヨみたとࢁࡇ、合計特Ṧ出生

率に結婚力のᐤ与が大ࡁい地域、ኵ፬出生

力のᐤ与が大ࡁい地域な࡝の㐪い࠶ࡣるが、

都㐨府┴別の合計特Ṧ出生率の㧗పࡣ、概

結婚力、結婚出生力の㧗పと整合していࡡ

たࠋ本研究で用いた結婚出生力ᣦᶆࡣ、ึ

婚数とࡑの後の出生数のみを用いておࡾ、

地域㛫のᮍ婚者の㌿出入の影響ࡣうけないࠋ

Ἀ⦖、島ࡣ結婚出生力、ࡤのᣦᶆによれࡇ

᰿、⇃本で㧗ࡃ、東京、໭海㐨、⚄ዉ川で

పいࡇとな࡝が☜ㄆでࡁたࠋ 
 2014 年以㝆における日本人と外国人ࡑ

れࡒれの移動数の変化を人口構造要ᅉとࣔ

ࡇたとࡗ要ᅉに分ゎして分析を行࢕ࢸࣜࣅ

日本人と外国人の㛫で人口構造要ᅉと、ࢁ

ࡃࡁ大ࡣーンࢱࣃ要ᅉの変化の࢕ࢸࣜࣅࣔ

異なࡾ、とࡃに外国人の移動数のቑຍࡣ༢

に人口のቑຍによるࡶのࡔけでࡣなࡃ、ࣔ

࡝となࡇᐤ与しているࡶࡾࡲの㧗࢕ࢸࣜࣅ

が明らかになࡗたࡲࠋたコロナ⚝において、

日本人ࡣ「㠀東京圏→東京圏」のࣔࢸࣜࣅ

ࢸࣜࣅがపୗ、「東京圏→㠀東京圏」のࣔ࢕

཮ࡣが上᪼していたのに対して、外国人࢕

᪉の移動と࢕ࢸࣜࣅࣔࡶが大ᖜにపୗして

おࡾ、日本人と外国人の㛫で全ࡃ異なる変

化ࢱࣃーンを♧すという⯆࿡῝い▱見がᚓ

られたྠࠋ時に、新型コロナ࢘ࣝ࢖ス 
感染拡大期以㝆の人口移動のỈ‽の変化ࡣ、

日本人よࡶࡾ外国人において㢧ⴭでࡗ࠶た

ーンの変化にࢱࣃ移動ࠋれたࡉとが☜ㄆࡇ

の影響がẚ較的࡬外国人の移動、ࡶいてࡘ

大ࡁかࡗたࡇとが♧၀ࡉれたࠋコロナ⚝か

らのᅇ᚟㐣⛬における外国人人口の分ᕸの

変化ࡣ、コロナ期にᢚไࡉれていたᢏ⬟ᐇ

た在␃資格による外国ࡗ特ᐃᢏ⬟といࡸ⩦

人の新つ入国が、とࡾわけ㠀大都市圏にお

いて 2022 年以㝆にᛴ㏿にቑຍしたࡇとを

཯ᫎしていると⪃えられるࠋ一᪉、大都市

圏でࡣ、外国人␃学生ࡸ㧗ᗘ人ᮦが෌㞟中

するྍ⬟ᛶࡶ⪃えられるが、ࡇれࡲでのと

 ࠋる࠶㝈ᐃ的でࡣの影響ࡑ、ࢁࡇ
年金財政࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンにࡘいて、所

ᚓ代᭰率上᪼の内ヂを見てみると、上㏙の

ースࢣ A でࡣ報㓘ẚ౛部分で 0.1%ポ࢖ン

ト、基礎年金部分で 3.1%ポ࢖ント、ࢣース

B でࡣ報㓘ẚ౛部分で 0.1%ポ࢖ント、基礎

年金部分で 5.5%ポ࢖ントでࡾ࠶、基礎年金

部分の上᪼によるとࢁࡇが大ࡃࡁ基礎年金

Ỉ‽పୗ問題に対応する効果がᙉいࡇとが

わかࡗたࠋ 
出生順別配偶関係多相生命表における多

㔜⬺㏥生命表にࡘいてࡣ、ึ婚からの出生

期㛫の௬ᐃによࡗて、出生順別年㱋別出生

率とᚲࡎしࡶ整合的でない結果がᚓられる

ሙ合ࡉ、ࡾ࠶ࡶらなる᳨ウのᚲ要ᛶが明ら

かとなࡗたࠋ 
 
㹃．結論 

上㏙の研究成果・⪃ᐹ➼に基࡙ࡃ主な結

論をࡲとࡵると、ୗグのとおࡾとなるࠋ 
 出生に関して、出生ពḧと出生力の஋㞳

をなࡃすたࡵにࡇ、ࡣれࡲで行われてࡁた

少子化対策をࡲࡩえた上で、ࡉらにⱝ年ᒙ

の㞠用・所ᚓのᏳᐃ・୧立ᨭ᥼という生活

基┙のᏳᐃ化政策の拡඘ࡸ、ᬌ婚化・ᬌ⏘

化のᐃ着に伴う୙妊問題࡬の対ฎのᙉ化

（୙妊治⒪࡬の経済的ᨭ᥼ࡔけでなࡃ、ⱝ

い時期でࡶ子ࡶ࡝をᣢてる就業⎔ቃの整ഛ

ᛶと生Ṫの健ᗣに対する▱㆑のᙉ化な、ࡸ

ࢹࣇ࢖らに、ラࡉ、とࡇを行う（ࡴを含࡝

とのゐれ合いయ㦂、ໟࡶ࡝子ࡸンᨭ᥼࢖ࢨ

ᣓ的ᛶ教育࡬のྲྀࡾ組みな࡝教育政策のⅬ

からの࢔プロー᳨ࡶࢳウしていࡇࡃとが㔜

要で࠶るࡲࠋた、出生順位を組み合わせた

配偶関係別生命表を฼用するࡇとによࡾ、

新型コロナ感染拡大による出生の縮減前後
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の生命表関数をẚ較し、ࡇれに基࡙いた縮

減効果をホ౯するࡇとがྍ⬟となࡗたࠋ 
 死亡に関して、ᅋሢの世代が 70 ṓ代後

༙以上の年㱋になる௒後 10㹼20 年⛬ᗘの

期㛫ࡣ日本の人口ྐにおいて௚౛をみない

つᶍの死亡数がⓎ生し、ࡑの推移と変化ࣃ

とが見㎸ࡇる࠶地理的な೫在がࡣーンにࢱ

小つᶍ⮬治యで相対的に㧗㱋化がࠋれるࡲ

㐍ࢇでおࡇ、ࡾれら⮬治యでࡣ死亡数の早

いẁ㝵でのᛴቑが見㎸ࡲれるࡲࠋた、㧗㱋

༢⊂世ᖏにࡣ㢧ⴭなቑຍ傾向がみられ、Ꮩ

⊂死➼࡬の対策ࡣႚ⥭のㄢ題とゝえるࠋ 
 人口移動に関してࡣ、コロナ⚝に伴ࡗて

㢧ⴭな傾向の変化がみられたࠋ地域人口の

変動に対する外国人の国内移動の影響にࡣ、

日本人の移動とࡣ異なる地域的な傾向がㄆ

の地ࡑに、コロナ⚝を経てࡶられるととࡵ

域差が拡大していると結論付けられるࡲࠋ

た、コロナ⚝によࡗて⏘み出ࡉれたࣜࣔー

ト࣡ー࢜ࡸࢡンラ࢖ン会㆟のᬑ及ࡣ、日本

人の人口移動傾向にࡶ୙ྍ㏫的な変化をࡶ

たらしているྍ⬟ᛶࡾ࠶ࡶ、⥅⥆的な分析

が୙ྍḞで࠶るࠋ 
年金財政࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンにࡘいて、外

国人ປാ者受入れに関する㆟論ࡣ、ᙜ㠃の

ປാ力୙㊊を補うࡔけの▷期的どⅬで行わ

れるࡇとが࠶るが、本研究による⪁年ᚑᒓ

人口ᣦ数と㈿ㄢ保㝤ᩱ率の相ఝ関係に見ら

れたように、公的年金࡬の財政影響ࡣ長期

的な人口動向の変化に大ࡃࡁ影響を受けるࠋ

すなわࡕ、受け入れた外国人ࡣ将来、㧗㱋

化して年金受⤥者にᅇる一᪉、家族࿧びᐤ

せࡸ出生行動➼ࡣ新たな年金のᨭえᡭを生

み出すཎ動力とࡶなるࡇࠋのように、外国

人ປാ者受入れの問題ࡣ人口問題でࡗ࠶ࡶ

て、長期的などⅬに立ࡗて⪃えるࡇとがồ

特に、外国人受入れに関する公ࠋられるࡵ

的年金࡬の影響ホ౯に࠶たࡗてࡣ、本研究

で⪃ᐹを行ࡗたような長期的かࡘᐃ㔞的な

ホ౯を行うࡇとがලయ的な᪋策の㆟論にと

 ࠋる࠶て㔜要でࡵてᴟࡗ
結婚状態と出生順位を⪃៖した多相生命

表による日本の出生行動のࣔࣜࢹングࡣ、

新型コロナ࢘ࣝ࢖ス感染症拡大が出生率の

縮減に与えた影響ホ౯࡬の応用な࡝がྍ⬟

で࠶るࡇとが明らかとなࡗたࠋたࡔし、本

研究でࡣ状態㛫の㑄移に関して一ᐃのไ⣙

を⨨いておࡾ、ᐇ際にࡣ死別・㞳別状態に

おいてࡶ出生がⓎ生するࡇとࡸ、配偶状態

㛫㑄移☜率に出生順位による格差がᏑ在す

るࡇとから、ࡇのようなⅬを⢭査していࡃ

 ࠋとが௒後のㄢ題といえるࡇ
 
㹄．研究Ⓨ表 
ͤ本஦業の成果୪びに成果にᐤ与した本

プロࢡ࢙ࢪト࣓ンࣂー（研究代表者・研究

分担者）の業⦼をグすࠋ 
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